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７－３－３：輸送中の事故
(1)　○○駅構内（１９△△年）貨車
物的損害　５，１００万円

○○駅構内で、ジェット燃料を満載したタンク車が、ポイントの切り換えミスによって、石をつんだ貨車と衝突し、その破損部分から流れた燃料油に火がついて燃えあがり、３０ｍもの火柱が夜空をこがす大火災となった。
引火源は、衝突のさい車の金属部分からでた火花によるものと推定される。
(2)　船舶の衝突
１９○○年　午前8時15分頃、△△市の□□運河で、原油の陸揚げをおわって、出港中の××国タンカー、○○号（21634ＤＷＴ）とガソリンを満載（3,000㎘）して航行中の△△丸（１９７２ＤＷＴ）とが衝突した。
このため、△△丸の左舷４番槽が破壊し、ガソリンが海面に流出した。

数分たって、海面にただようガソリンに火がついて、一瞬のうちに海面火災となり、その火は△△丸にも燃えうつり、また付近を航行中の油はしけ大平丸（90ｔ）、および生ゴムを積んでいた機帆船××丸（6,000ｔ）にも延焼した。
この火災により、△△丸の乗組員３６名、および小船の乗組員５名は、逃げ場を失って焼死した。また○○号の船首にも火災が発生した。ただちに乗組員によって消しとめられたが、海に飛び込んで逃げようとした乗組員に１名の死者を出した。
衝突の直接原因は、運航上の過失とされたが、この水路の通航が、あまりにもふくそうしていることも遠因である。なお火災の原因は、海洋にただようガソリンに、航行中の小船のはだか火が着火したものと推定されている。
この事故では、宗像丸の乗組員たちは、衝突と同時に火災とならず、海面火災が大きくなってから退船を始めたため、海に飛び込んで泳いでいるうちの火傷や窒息によって多数の死者を出している。
事故後、海上運航安全審議会が開かれて検討が行われ、□□航路の航行制限も強化された。

事故の教訓としては、

①　タンカー事故が起こったならば、ただちに現場付近の航行や火気使用を禁止する。

②　海面火災に備えて耐火性救命ボートの準備の必要がある。

③　火の海に飛び込むことの判断を適切にする。

④　船内居住区の不燃化。

などが示された。

(3)　タンクローリーの事故（ＬＰＧ）
３－１　○○県△△市□□国道上（１９××年）

世に「走るナバーム弾の事故」といわれた事故である。
午前３時３０分ごろ、□□国道下り線を走行中4.8ｔ積みタンクローリーが、運転をあやまり、転倒スリップして陸橋の支柱に激突、停止したが、タンク上部の安全弁、液面計がおれ、ガスが噴出し、約５分後には着火、爆発して、付近の民家約４３戸が焼失または大破し、多数の死傷者をだした。

事故地点は、閑静な住宅区域で、建物の敷地もかなり広く、その構造もほとんどが防火構造であったが、２７分ごろにはすでに歩道橋を中心として、東に約１５０ｍ、西に約１００ｍおよび南側の地区一帯は燃えあがっていた。タンクローリーは支柱付近で転ぷくし、車全体が火炎につつまれ、特にタンク中央部にある安全弁から青白い炎を２ｍあまりの高さにふきだしていた。この事故で、死者5名、重傷者７名、軽傷者１９名の人的被害と、建物５８棟、自動車３５両、約１億円にのぼる物的損害をだした。
事故の直接原因は、運転手が連続２１時間、走行距離５７０㎞におよぶ過労でいねむり運転をし、衝突したことにある。
しかしながら、この衝突により安全弁（径５㎝、突出高９．５㎝）および液面計（径１０㎝、突出高１５０㎝）が簡単に折損し、プロパンガスが漏えいして拡散し、東西３００ｍ、南北１５０ｍの広範囲な地域に流出したことが、被害を大きくしたものといえる。そのため、この事故後、タンクからつきだしている安全弁などには、適当なプロテクターをとりつけるように通産省令が改正された。
着火源は、付近民家のなんらかの火源と考えられ、道路側にある集水みぞをつたわって、民家の排水口から屋内に浸水したガスに着火、一瞬のうちに火の海となったものと推定された。
３－２　タンクローリー横転炎上（１９○○年　□□）
５月６日、△△交差点で事故発生（１１：３０）。

問題のタンクローリー（トレーラー）は片側３車線ある環七通りのセンターライン寄りの車線を、時速５０キロ（制限速度４０キロ）で走行していた。左隣車線の直前を走っていた乗用車が交差点の信号が黄信号に変ったため、ブレーキを踏み、これを見て、ローリー運転手も急ブレーキをかけた。異変がおきたのはこの直後、突然スリップし始めたタンクローリーは、ハンドル操作が不能になったまま左方向へ斜行し、乗用車の左側面に接触、さらに暴走を続けた。驚いた運転手が、民家へ飛び込むのを防ごうと右へ急ハンドルを切ったとたんにタンクローリーは道路標識にぶつかり、地響きをたてて助手席を下に横倒しとなった。数秒後炎上、２分後には交差点わきの民家に延焼。１３：３０延焼防止、１８：１９鎮火迄に民家６棟を含む火災となった。トレーラーの横転原因は「低速横転」（大型トラックなどが低速走行中、急ハンドルを切ったとたんにひっくり返る現象）との見方が強く、又、横転とタンク破損の事実関係については究明中。
















































